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表 7 閉鎖型システムにおける床面当たりの年間苗生産性の温室との比較例
番号 事 項 温室に対する比 累積比 備考 
多段棚を用いることによる床面積当 2-3 閉鎖型 : 1.6-2.4， 
l たり育苗面積の増加 (=1.6/0.8-2.4/0.8) 温室:0.8と仮定 
2 トレイ面積当たりの育苗密度の増加 2 4-6 
(=2X2-2X3) 
図9，図10参照 
3 好適環境維持による商品化率の尚上 1.1 4.4-6.6 図1 
4 好適環境維持による育苗期間の短縮 1.3 5.7-8.6 図12 
5 年間システム稼働率の向上 1.2 6.8-10.3 図13 
6 良質苗の生産による商品価値向上 1.1 7.5-11.3 図14，図15
古在 豊樹
前号(1月号)では，わが国および世界におけ
る食料問題，環境問題，資源問題を解決するため
には，高品質な苗を大量に必要とするので，革新
的な苗生産技術の開発が望まれることを述べた。
次いで，温室を利用した現在の苗生産システムの
問題点を述べ，苗生産には自然、光の利用がかなら
ずしも適当でない理由を示した。そして，新しい
苗生産システムとして，人工光を利用した「閉鎖
型苗生産システム」の考え方と定義を示した。
本稿では，まず，閉鎖型苗生産システムの特徴
を温室と対比させて述べ，ついで，閉鎖型苗生産
システムにおける床面積あたりの年間苗生産数は，
従来の温室のそれの 7 倍 ~11倍以上になることを
示す。さらに，閉鎖型苗生産システムは温室に比
して高品質な苗を生産できることの例を写真で示
しfこ。 
5.閉鎖型システムの温室に対する特徴
苗生産に関して，閉鎖型システムの温室に対す
る特徴の概要を表 6に示した。閉鎖型システムの
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温室に対する有利性は，環境制御の容易性に関し
ては異論が少ないかと考えられる。しかし，初期
コストと運転コストに関する閉鎖型システムの有
利性，ならびに電気コストに関しては，異論があ
るかと思われる。そこで，筆者がなぜ表 6のよう
に考えるのか，その根拠を出来る限り理論的かっ
定量的に本稿および次稿において述べる。 
6. 閉鎖型システムの苗の年間生産

能力は温室の 7""'11倍以上高い

苗生産に関して，閉鎖型システムの温室に対す
る利点の iつは床面積当たりの年間苗生産性が高
いことである。表 7に示した苗生産性に関する数
値は，筆者らの研究室において実験的に確かめら
れた数値および筆者らが経験的に知り得た確度の
高い数値であり，想像や期待にもとづく数値では
ない。 
1) 多段棚を用いることにより，床面当たりの
植物生産面積が 2~3 倍以上になる (図 7 ， 1月
号)。
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表 6 温室と比較したときの閉鎖型苗生産
システムの特徴
番号 事 項
苗の年間可能最大生産量が 7-11倍以上高い 
l (表7)0 計画生産，安定生産，災害リスク回
避が可能。
苗生産に好適な環境を容易に実現できるので， 
2 外界気象条件に影響きれずに，高品質な苗を
短期間に生産できる(表 8)。
上記のことから，真夏でも真冬でも高品質な 
3 苗を短期間に生産できることになり，年間の
システム稼働率と育苗回数が高い。 
4 
自然界や温室では起き得ない環境を容易に実
現できる(表 9)。
省資源的，環境保全的，省スペース的，省力
的である(表10)。水消費量1/200 CO2消費量 
5 1/2。肥料消費量 2/3。農薬使用量 1/10。排水
ゼロ。床面積 1/7-1/11 0作業量 1/2以下
(表11)。
構造部品(エアコン，蛍光灯，空気撹件フア 
6 ン，断熱材，多段棚など)のリサイクルが容
易であり(表14)，性能価格比が高い。 
7 
構成部品の大量購買による大幅低価格可能
(表14)。
消費電力量は苗当たり 1円程度で，生産コス 
8 トの数%(表16)。真夏でも冷房費は電気コス
卜の約15%。 
9 苗生産量当たり初期設備費が低い(表 19)。 
10 
菌生産量当たりの運転経費が低L、。寒地の冬
期でも暖房費用がほぼセ。ロである。 
1 快適環境下での軽作業が主体。
外界気象が苗成長におよぽす影響を心配する 
12 必要がないので，環境管理作業が少なくなり.
また精神的負担が軽くなる。 
13 
苗の生育が均一になるので、接ぎ木用苗およ
ぴ機械定権用首の生産に適している。 
2) 多段棚内の水平気流速度を 40~70cm/sに告1]
御することにより(図 8， 1月号)，棚上の植物
群落内環境が改善され，育苗密度を温室のそれの
約 2倍にしても良質の苗が生産出来る(図 9，図 
10)。上述の気流制御により，セルトレイ上の苗
群落下部の水平気流により，苗群落内の相対湿度
が低下し，また明期のC02濃度が増大する。さらに
気流により苗がわずかにゆれることにより，茎が
太くしっかりし光が苗の下部まで届く割合が増
す。中でも，苗群落内の相対湿度の低下が，高密
度育苗を可能にする主要因の lつだと推測される
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*耕ホウレンソウ用育苗の高密度化
閉鎖型 
~ 288穴
播種後 12日
図 9 水耕用ホウレンソウ苗。左側(播種後17日)と
中央(播種後 13日)とが温室の中で144セルのトレイ
を用いて育苗。右側(播種後12日)が閉鎖型システム
の中で288セルのトレイを用いて育百。閉鎖型では温
室の 2倍の育苗密度で.良質の苗が 5日早く出来てい
る。写真からも閉鎖型の苗は温室の苗に比較して.生
育が進み.緑色が濃いことがわかる。
トマト穂木(ハウス桃太郎)播種後14日 
128セル 200セル 288セル
図10 閉鎖型システムで生産された接ぎ木用のトマト
穂木実生苗(播種後14日目)。トレイ当たりセル数が 
200，288でも 128セルのトレイで育成した苗と同等の
質の苗が生産できる。温室ではセル数が72または128
のトレイを用いないと良質の苗が生産できにくい(200
セルのトレイを用いると.徒長して，生育が悪し、)。
トマト実生苗を温室で写真に示した生育段階まで育成
するには冬期には播種後 3週間程度必要であるが，閉
鎖型では;周年にわたり 2週間で済む。
(詳しくは後述する)。他方，温室内の昼間の相
対湿度は，気温の変動に伴い. 40~lOO%の範囲
で変動し，曇雨天で温室換気窓が閉まっている状
態では，相対湿度80%以上となりやすい。すると，
苗群落内の気流速度は毎秒数cm程度であるので，
蒸発散した水蒸気が周囲に拡散しにくく，苗群落
内の相対温度は 100%近くになり，育苗密度が高
し、時には特に，苗が徒長し易い。
3
培PPF.濃度，相対湿度，気流速度.CO~3) 
地水分等が好適に維持されるので，植物の光合成，
蒸散，養分吸収が促進され，その結果，育苗期間
が温室に比較して30%程度短縮される(図 11)。
水平気流による苗群落内の C02および水蒸気の拡
散係数の増大も正味光合成速度および蒸散速度の
増大に貢献する。蒸散速度の増大は養分吸収の増
大をもたらす。これらの速度の増大にともなって，
成長が促進される。
単節単葉を増殖体として用いた
サツマイモセル成型首の育成 図 13 閉鎖型システムで生産された水耕用ネギ(ワケ
ギ)の苗。 406セルのトレイを利用。播種後 28日。水
耕栽培温室で年に 10回以上も生産するネギ，ホウレン成 ・ 
 ソウ， レタスなどの首を閉鎖型システムで生産すると
閉鎖型システムの年間稼働率が90%以上になる。h - - - - v- v --
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図1 閉鎖型システムにおいて単節単葉を挿してから 
14日目のサツマイモ苗。温室で単節単葉から苗を生産
するのには.注意深い環境調節をしても， 3週間程度
必要である。閉鎖型ではウイルス病を媒介する昆虫の
侵入をほぼ完全に防げる。 
4) 苗群落内の低相対湿度と水平気流などの総
合効果により，がっしりして，生育状態のそろ、っ
た良質の苗が生産され，商品化率を温室に比べて 
10%以上高められる(図  12.図 13.図 14，図 15)。
品種・ハウス桃太郎、播種後20日 
(2003年6月27日、呉徳氏撮影)
図 12 閉鎖型システムで生産されたトマト実生苗。生
育が均一である(呉徳氏慢影)。子藁から下の匹軸の
長さが短く，太く，赤色を呈して，毛じ(うぶ毛)が
生えている。鍾穫後 20日目。
- 4 
閉鎖型 ハウス

播種後29日(2000年 8月10日播種)

図 14 パンジーのセル成型苗。左側が閉鎖型システム
で生産された苗。右側が温室で生産された苗。 8月10
日播種で播種後29日目。 406セルのトレイを利用。閉
鎖型システムの苗は生育がそろい，根強りが良く，
がっしりしている。温室の苗は生育がぱらつきやや徒
長気味である。 
5) 夏季には温室内は過高温になり，また害虫
が発生しやすいので，温室内では正常な育苗が閑
難となることが多い。そのために，盛夏に育苗し
て 8 月下旬 ~g 月初旬に定植する果菜類の作型の
実現が困難となっている。他方，冬は日射量の不
足などにより温室での育苗期間が春秋に比べて 50
%以上長くなる。これらのことから，温室では年 
i詞の稼働率と育苗回数が少なくなる。他方，閉鎖
型システムでは，育苗期間が温室の春秋に比較し
でも更に短くなるので，温室に比較してシステム
の稼働率と年間の育苗回数を共に増大させること
が出来る。栽培期聞が lカ月程度のホウレンソウ， 
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パンジー(品種:イオナ・エロー)出荷時
播種後64日(ポット上げ後35日)
が閉鎖型システムで1]パンジーのポット苗。左側15図 
生産された苗。右側がハウスで育苗された苗。セル成
型苗をポッ卜に移植約35日(播種後64日)で，出荷直
前の律子。閉鎖型で育苗された苗ではハウスで育苗さ
れた苗に比較して1O ~15 日ほど開花が早い。
サラダナ，ハネギなど，あるいは栽培期間が 2~ 
3 カ月程度である 1~3 段取りトマトなどの作物
の場合，育苗温室はおよそ周年利用され，稼働率
は比較的高いものの，冬に育苗期間が長くなる問
題は解決できない。このような周年にわたり多数
回栽培する作物の育苗に，閉鎖型システムは特に
有効である。なお，商圏が全国規模あるいは国際
規模の大手苗生産業者においては，苗需要の季節
変動問題が緩和されるので，閉鎖型システムを利
用すれば，栽培期間が数カ月以上にわたる作物の
苗の周年生産が可能である。これらの苗生産業者
では，閉鎖型システムにより盛夏の育苗が容易に
なる利点は大きい。
表 6に示したその他の理由にもより，閉鎖型シ
ステムの床面当たりの年間苗生産性は，温室に比
較して， 1 ~11倍以上になる。未だ，研究的には
確認されていないが，筆者らにより経験的に知ら
れている事実および今後の研究開発によって床面
ぺ当たりの生産性を温室に比較して 15~20倍に高め 
iられると期待できる。 
閉鎖型システムでは苗生産に好適7:1
し な環境を容易に実現できる
閉鎖型システムの生産性が温室の 1":' 1倍であ
る理由の lつは，閉鎖型システムでは苗生産に好 
'適な環境を，外界の気象条件に影響されずに，容 
;易に実現で=きるからである。
閉鎖型システムの外壁は，光に不透明な断熱材
で構成されているので， システム内外の温度差が
同じ場合，壁を通しての熱貫流量は，温室のガラ
ス板を通しての熱貫流量の 1~2%以下である。
また，閉鎖型システムの換気回数 (O.Olh-1程
度)は温室の開口部を全閉した場合のそれの 1/10 
~1/ 50以下である。したがって，すき間換気によ
る閉鎖型システム内外の物質および熱交換量は，
温室のそれらの 1/10~1/50になる。
以上のことから，閉鎖型システムでは， システ
ム内外の熱交換の95%以上をエアコンが行うこと
になるので，その熱交換速度をほぼ完全に制御で
きる。これらのことから，閉鎖型システム内の環
境制御カj温室のそれに比較して容易かっ正確にな
る。すなわち閉鎖型システムでは，苗の成長に影
響する光強度，明期，暗期，光質(波長組成)，
気温，気流速度， CO~濃度などの環境要因を温室
では実現できない正確さで制御できる。このこと
により，良質な苗を短期間に大量に生産すること
が出来る。閉鎖型システムにおける好適環境の実
現により，たとえば，苗の光合成有効放射の利用
効率は，温室におけるそれの約 2倍となる(横井
ら， 2003)。さらには，苗にとっての好適環境は，
作業している人間にとってもほぼ快適環境である
ので，作業者は清潔かっ快適な環境下で楽しく作
業できる。 
8. 閉鎖型システムにおける相対湿度
閉鎖型システムでは，明期においては常にエア
コンで冷房されている。この時の相対湿度は，植
物・培地からの蒸発散とエアコンの除湿機能のバ
ランスにより，たとえば‘，気温250Cの時， 10%程
度に維持される。この相対湿度は光合成と蒸散を
盛んにし，また葉の気孔開閉などの生理機能を発
達させ，さらには苗をコンパクトな草姿にさせる
ので，苗生産には最適である。閉鎖型システムに
おける平衡相対湿度は，エアコンの冷却板温度
(冷媒の吐出圧力)の操作により，ある程度まで
は制御できる。他方，温室内の相対湿度は，複合
環境制御装置を用いて各環境制御設備を統合的に
作動させても，気温の変動と共に，大きく変動し，
相対湿度を制御するのは事実上不可能である。
暗期における閉鎖型ンステム内の相対湿度は， 
90~95%前後のことが多い。暗期でも相対湿度が
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100%にならないのは，空気撹伴ファンなどから
の発熱により気温が上昇し，エアコン冷房が時々
行われ， システム内空気が除湿されるからである。
また，空気撹枠ファンの作動により，苗群落内の
水平気流が絶えずあることが夜間における高相対
湿度の苗質への悪影響を抑制している。他方，温
室内の夜間の相対湿度は，暖房していない限り，
ほぼ常に 100%であり，育苗密度が高い時には特
に，この高相対湿度が苗の徒長の原因となる。
閉鎖型システムにおいては，相対湿度が安定し
ているので，苗トレイからの蒸発散速度も安定す
る。 したがって，適切な量のかん水を適時に行い
やすい。かん水量とかん71¥時期が適切で、あると，
苗の生育が順調となるばかりでなく，培地の表面
が毎日数時間は乾くので，培地に藻，コケ，カビ
などが生えなくなり，またコパエ等が培地に産卵
することがない。他方，温室ではかん水量の過不
足が生じやすいので，上述の問題が起きやすい。
閉鎖型システム開発当初は，明期の相対湿度70
%は，播種直後から発芽するまでの相対湿度とし
ては低すぎるように考えられ，播種後数日間は加
湿器を用いて相対湿度を90%程度まで高め，ある
いはトレイをフィルムで被覆したが，現在では，
そのような処置は不要であることが経験的に知ら
れている。 
9.閉鎖型システムでは温室では得られ
ない高品質な苗が生産できる
閉鎖型システムでは温室では得られない好適な
環境を容易に実現できるので，温室では得られな
い高品質な苗を生産できる。高品質苗の実際の生
産例を表 8に示した。そのうちのい くつかについ
て以下に概略を述べ，写真を示す。 
良質の接ぎ木苗を作業性良接ぎ木用百1 9. 
く大量に生産するには，接ぎ木用の穂木および台
木の生育段階が，それぞれ良くそろっていること
が要求される。また，接ぎ木後の穂、木と台木の活
着を速やかにするには，接ぎ木後に萎れないよう
な穂、木を生産することが要求される。閉鎖型シス
テムでは，生育がそろった，がっしりした百が得
られる。穂木の生理状態が接ぎ木後の活着率に大
きく影響するウリ科作物に関して，閉鎖型システ 
表8 閉鎖型システムによる温度，明期，光強度の制御に
より，温室では実現しにくい付加価値苗の達成例
番号 事 エ頁 
トマトの第 1花房を第8葉位に周年にわたり
l 
セットする。 
花喧用パンジ 苗ーの花芽分化発達を早める。 
夏期における水耕用の東洋系ホウレンソウの
2 
3 抽だいを抑制する。 
4 夏期におけるイチゴの花芽分化を促進する。 
スター チス， トルコギキョウの抽だい，花芽
5 発育を制御する。 
接ぎ木苗用キュウリ，ナスの台木，穂、木に用い
6 る実生の生育を周年にわたり そろえる。 
7 ウリ科接ぎ木苗の活着と養生を促進する。 
イチゴのランナー増殖の効率を高める。 8 
9 盛夏におけるイチゴの花芽成長を促進する。 
10 ハーブ類の苗を周年生産する。 
水耕用ネギ(ワケギ)，チンゲンサイ，レタス，
1 チコりなどの良質苗を周年生産する。 
定植しやすい露地栽培用ノ、クサイ，ブロ ッコ
12 リー ，キャベツ等の苗を生産する。 
13 低段密植*耕用トマト苗を周年生産する。 
*耕用チンゲンサイの!IE軸の長さを定植しゃ
14 すく，かつ倒伏しにくし、長さと太さに調節する。
キュウリ穂木用の苗(播種後 7日)
品種 :アンコール10
図16 閉鎖型システムで生産されたキュウリ穂木用の
実生。生育がそろい. しっかりしている。播種後 7日t
ムでは高品質な穂木が得られる(図16，図17)。
図18は，閉鎖型システムで生産されたキュウリの
穂木と台木を接ぎ木して，その活着や閉鎖、型シス
テムで行った苗の姿である。キュウリの場合，接
ぎ木後の活着と順化lこ必要とされる期間が，閉鎖
型システムで=は温室よりも数日短くなる。図 19は
トマト接ぎ木苗の写真である。 トマト接ぎ木苗と
してはおよそ理想に近い草姿をしている。
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スイカ穂木用の苗(播種後  9日)
品種:縞王西瓜
図17 閉鎖型システムで生産されたスイカ穂木用の実
生。生育がそろい. しっかりしている。播種後 9目。
キョウリ接ぎ木苗(播種後  19日)
穂木:アンコール  10，台木.ひかりパワー  G
図 18 閉鎖型システムで生産された台木苗.穂木苗を
用いて生産されたキュウリ接ぎ木苗。播穫後 19日。コ
ンパクトでしっかりした接ぎ木首である。接ぎ木 6日
で養生と }I贋化は完了する。
図 19 閉鎖型システムで生産されたトマト接ぎ木苗
(矯種後20日)の草姿例。 
10水耕用の葉菜は，年間水耕用葉菜苗2 9. 
回以上の回転で温室栽培されることが多く ，この
回転数を上げることが収益を増やすこ とにつなが
平成  16年 2月号 -
1月 4日撮影(定植後38日)，品種-ミストラル
図20 栽培温室における収穫前の水耕ホウレンソウ。
矯種は.閉鎖型システムでは 1月14日，育苗温室では 
1月 6目。 1月28日に両者を栽培用温室に定植。写真
は 1月 4日(定植後38日)に撮影。閉鎖型システムで
生産した苗を用いた方が温室で生産した苗を用いたよ
り生育が旺盛である。前者は収穫適期.後者が前者の
同等の生育状態になるには，まだ数日間が必要。
コマツナ(品種 :夏楽天)播種後  1日 
144セ J~ 
288セル
閉鎖型システム 温室
図21 水耕用コマツナのセル成型苗。閉鎖型システム
で生産された苗は 288セルでも良質。温室で生産され
た苗 l之 144セルでは徒長気味で， 288セルで生産され
た百は定植作業が大変になるほど徒長。
る。閉鎖型システムを用いると，育苗期間だけで
なく栽培期間も短縮され(図20)，さらには，閉
鎖型システムの苗は，匹軸が太くかっ短く，草姿
がコンパクトでがっしりしているので，定植作業
が楽であると言われている(図21，図 22)。 
9.3 花芽成長促進 トマトでは第一花房の着
生葉位を  8以下にすることが早期収量だけでなく
全収量を増大するために必要である。夏の温室育
苗では，第一花房の着生葉位がしばしば  10以上に
なる。第一花房の着生葉位は，育百期間中の温度
7 
チンゲンサイ(品種.長陽)播種後13日 
2001年 5月15日
閉鎖型システム 温室
図22 水耕用チンゲンサイのセル成型苗。閉鎖型シス
テムで生産された苗は，草姿がコンパクトで良質。温
室で生産された苗は，匪軸が細くて弱く徒長気味で，
定植作業に手聞がかかる o
トマト・セル直接定植用苗(播種後20日)，
品種:桃太郎ヨーク 品種 :サンロード
草丈:107mm 草丈:102mm 
葉期:3.6葉 葉期・ 4.1葉

明期28/暗期 180C、明期16h/暗期8h、CO2濃度
 
1000ppm 

図23 閉鎖型システムで生産された.栽培温室への直
接定植用(ポットによる 2次育苗を経なし、)のトマト
苗。気温と明期の光強度を正確に制御した条件下で育
首されるので.第一花房の着生葉位を育苗時に約 8に
そろえることが:で‘きる。
と光強度によってほぼ決まるので、閉鎖型システ
ムでは第一花房の着生葉位を，品種による変動は
あるものの，ほぼ確実に約 8にすることができる
(大山ら， 2002)。図23は閉鎖型システムで生産
されたトマト苗の写真で，光学顕微鏡観察により，
葉位約 8に第一花房が着生していることが確認さ
れたものである。第一花房着生葉位が 8であるこ
とを保証されたトマト苗の商品価値は当然、高くな
る(ただし第一花房着生葉位が 8のトマ卜苗を
栽培温室に定植した後の高温などで，その第一花
房が成長停止することはある)。 
ホウレ ンソウなどは，夏期抽だい制御4 9. 
の長田条件下では抽だい(花茎が伸びること)し 
やすい。抽だいすると食味が劣るので，抽だいを
回避することが商品価値を高める。閉鎖型システ
ムを利用してホウレンソウ苗の生産を夏期に短日
下で行い，育苗中の抽だいを抑制すると，栽培時
の抽だいが遅延し，収穫時における抽だいが商品
価値を低下させるまでには至らない (Chunら， 
2001a，2001b，Kimら， 2001)。チンゲンサイは育
苗時に低温に遭遇すると花芽が出来やすく，その
ような苗を用いて栽培すると，たくさんの脇芽が
のびた株となりやすい。他方，閉鎖型システムで
育苗すると育苗中の花芽分化がおこらず，冬期に
おける栽培でも正常な株が得られる。 
キャベツ，ハクサイ，霊地栽培用葉菜苗5 9. 
結球レタスなどの露地栽培用の葉菜は，その栽培
面積が広いので，畑への首の定植に定植機を用い
ると，移植作業が大幅に省力になる。ところが，
温室育苗すると，これら葉菜類の苗の匹軸は細く
長くなりがちであり，このように徒長した苗は機
械的強度が弱く，定植機での定植にはなじみにく
い。また，定植機使用の有無によらず，徒長した
苗は定植後に倒れやすく，いわゆる「ころび苗j
となり，活着や成長が遅れたり，商品価値が低下
したりする。閉鎖型システムで生産された苗は，
任軸が太くて短く，機械的強度が大であるので，
定植機を利用しやすく，また「ころび‘苗Jになり
にくい。図24と図25の写真は，閉鎖型システムと
結球レタス(品種 :シスコ)播種後 16日 
...::，コ"ごート・-
J皿主同国
図24 200セルと288セルのトレイを用いて閉鎖型シス
テムと温室で生産された結球レタス苗の草姿の比較。
閉鎖型システムで生産された百は葉が丸みをおびて.
区軸が太く，短い。温室で生産された苗は草姿が縦長
で¥288セルでは匹軸が細く，長い。
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キャベツ苗の苗質と気温 温室で生産された結球レタスとキャベツの苗であ
る。図26と図27には，閉鎖型システムにおいて明
期，気温，セル密度を変えたときの，キャベツ苗
の草姿の違いを示した。自??J4??;| 
22/190C・16時間明期 28j190C・16時間明期
品種'金系 201号
播種後 14日
図25 閉鎖型システムと温室で生産されたキャベツ苗
の草姿の比較。閉鎖型シスシムを用いて，明期220C.
暗期190C下で生産された苗は，良質である。同じ明期
でも.明期温度が280Cと高いと，生育は早くなる。
キャベツ首の苗質におよぼす
明期の影響
措種後  13日 
12時間明期 16時間明期 20時間明期
明期220C/暗期  190C 品種金系201号
図26 閉鎖型システムで生産されたキャベツ百の苗質
におよぽす明期の影響。明期が長くなるにつれて，匪
納長が短くなり.生体重と葉面積で.叡鉢形成が進ん
でいる。明期16時間. 20時間で生産された苗は機械定
績に適していると考えられる。
キャベツ苗の苗質とセル密度 

播種後13日 品種金系  201号
 
128セル 200セル 288セルー 
15.8/0.80 15.5/0.77 15.8/0.68 
下旺軸長mm/地上部 FW g/セル
図27 閉鎖型システムで生産されたキャベツ苗の苗質
におよぽすセル密度の影響。セル密度が大であるほど.
9.6 その他の植物の首 現在，閉鎖型システ
ムは，植林用樹木，薬用植物，香料植物などの苗
の大量生産に応用する研究が検討されている。今
後，閉鎖型システムの特性を生かした苗生産の応
用例が増えていくものと期待される。
以上のべたように，閉鎖型システムは良質な苗
を生産するのに適しているように考えられる。と
は言え，本稿で示した写真は，農家での実施例お
よび開発研究途上の試験例であり，学術雑誌で学
問的に認められたものではない。今後，より厳密
な実験の下で得られた，学術的に認められた研究
成果が待たれる。
次回以降では，1)温室や自然、界では起こりえな
いが閉鎖型システムでは容易に創出でき環境， 2) 
閉鎖型システムが省資源的，環境保全的，省ス
ペース的，省力的である理由， 3)閉鎖型システム
では換気をしない理由， 4)閉鎖型システムが家庭
電化製品と大量生産工業製品で構成されている理
由， 5)閉鎖型苗生産システムにおける電力消費量
と各機器の消費割合，電力料金，電力料金の生産
コストに対する割合，電力料金の節減法. 6)閉鎖、
型苗生産システムと温室の運転費用と初期費用の
比較などについて述べる予定で、ある。
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訂正前回([)の r4.閉鎖型植物(苗)生産シス
テムの提案と定義， (1)背景，の 3行自の「ランプ
光下Jは「自然、光下Jにご訂正下さい。また，本
文を通して接木Jは「接き、木Jにご訂正下さ  
地上部生体重は大となるが，セル密度は匹軸長には影
響していない。
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